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１
史
的
唯
物
論
に
つ
い
て
の
唯
一
の
系
統
的
な
解
説

　
１
８
４
０
年
代
か
ら
経
済
学
の
研
究
を
つ
づ
け
た
マ
ル
ク
ス
は

「
１
８
５
７-

58
年
草
稿
」
で
、
よ
う
や
く
ま
と
ま
っ
た
著
作
の
原

稿
を
書
き
始
め
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
初
の
本
格
的
な
経
済
学
の
著

作
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が
『
経
済
学
批
判
』
第
１
分
冊
で
し
た

（
１
８
５
９
年
）。
た
だ
し
内
容
は
「
商
品
」
と
「
貨
幣
」
に
と
ど
ま

り
、「
資
本
」
の
叙
述
に
は
研
究
不
足
だ
と
考
え
た
マ
ル
ク
ス
は

「
１
８
６
１-

63
年
草
稿
」
に
進
み
、
結
局
こ
れ
の
第
２
分
冊
は
出

さ
ず
、
１
８
６
７
年
に
『
資
本
論
』
第
１
部
を
出
版
し
ま
す
。

　
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
の
尻
切
れ
と
ん
ぼ
に
終
わ
っ
た
『
経

済
学
批
判
』
の
「
序
言
」
で
す※

。
ま
だ
「
資
本
」
の
執
筆
に
は
踏
み

切
れ
な
い
研
究
水
準
に
あ
り
、
分
量
も
わ
ず
か
な
こ
の
文
章
を
重
視

す
る
の
は
、
そ
こ
に
含
ま
れ
た
「
一
般
的
結
論
」
の
「
定
式
化
」

（
14
㌻
）
が
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
史
的
唯
物
論
の
ほ
ぼ
唯
一
の
系
統

的
な
解
説
─
─
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
は
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
や
『
フ

ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
論
』
な
ど
が
あ
る
─
─
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
そ
れ
は
今
日
、
広
く
〝
史
的
唯
物
論
の
定
式
〟
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
　
※
引
用
と
ペ
ー
ジ
数
は
マ
ル
ク
ス
『「
経
済
学
批
判
」
へ
の
序
言
・
序

説
』
宮
川
彰
訳
、
新
日
本
出
版
社
﹇
科
学
的
社
会
主
義
の
古
典
選
書
﹈
に

よ
る
。
た
だ
し
訳
文
は
一
部
変
更
し
て
あ
る
。
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し
た
諸
関
係
を
取
り
結
ぶ
、
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
物
質
的
生
産
諸
力

の
一
定
の
発
展
段
階
に
ふ
さ
わ
し
い
生
産
諸
関
係
を
取
り
結
ぶ
」

（
14
㌻
）。

　
「
生
産
諸
力
」
の
内
容
は
『
資
本
論
』
の
「
人
間
と
自
然
の
物
質

代
謝
」
論
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
生
産
諸
関
係
」
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
ば
『
資
本
論
』
第
３
部
（
１
８
６
５
年
執
筆
）
で
「
人
間
が
そ

の
社
会
的
生
活
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
社
会
的
生
活
の
生
産
に
お
い

て
、
取
り
結
ぶ
諸
関
係
」（『
新
版
・
資
本
論
』
⑫
、
１
５
７
１
㌻
）
と

よ
り
端
的
に
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
物
質
的
生
活
諸
関
係
」
の
総
体
と
呼
ん
だ
「
市
民

社
会
」
は
多
く
の
家
族
か
ら
な
る
も
の
で
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
を
解

剖
す
る
の
が
経
済
学
だ
と
書
き
ま
し
た
。
後
年
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
家

族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
源
』（
１
８
８
５
年
）
で
「
歴
史
を
究
極

に
お
い
て
規
定
す
る
要
因
は
、
直
接
的
生
命
の
生
産
と
再
生
産
」
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
生
活
手
段
の
生
産
」
と
「
人
間
自
体
の
生

産
」
だ
と
述
べ
ま
す
が
（
古
典
選
書
、
12
㌻
）、『
資
本
論
』
第
１
部

が
労
働
者
の
再
生
産
を
様
々
に
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
の

「
生
産
諸
関
係
」
も
こ
の
両
方
を
含
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
角
か
ら
の
資
本
主
義
分
析
や
ケ
ア
労
働
を
論

ず
る
上
で
根
本
に
す
え
ら
れ
る
べ
き
論
点
で
す
。

　
「
こ
れ
ら
の
生
産
諸
関
係
の
総
体
は
、
社
会
の
経
済
的
構
造
を
形

成
す
る
。
こ
れ
が
実
在
的
土
台
で
あ
り
、
そ
の
上
に
一
つ
の
法
的
か

つ
政
治
的
な
上
部
構
造
が
そ
び
え
立
ち
、
そ
の
土
台
に
一
定
の
社
会

的
意
識
形
態
が
対
応
す
る
。
物
質
的
生
活
の
生
産
様
式
が
、
社
会

的
、
政
治
的
、
お
よ
び
精
神
的
生
活
過
程
全
般
を
制
約
す
る
。
人
間

の
意
識
が
そ
の
存
在
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
人
間
の
社

会
的
存
在
が
そ
の
意
識
を
規
定
す
る
」（
14
㌻
）。

　
土
台
と
上
部
構
造
と
い
う
の
は
人
間
社
会
を
建
物
の
し
く
み
に
模

し
た
比
喩
的
表
現
で
、「
土
台
」
は
建
物
の
土
台
、「
上
部
構
造
」
は

そ
の
土
台
の
上
に
立
つ
部
分
を
示
し
て
い
ま
す
。
一
定
の
生
産
諸
関

係
の
下
で
の
「
物
質
的
生
活
の
生
産
」
が
、
そ
れ
以
外
の
「
生
活
過

程
」
を
「
制
約
」
す
る
と
慎
重
に
表
し
た
点
は
重
要
で
す
。『
資
本

論
』
第
３
部
で
「
同
一
の
経
済
的
土
台
」
を
も
つ
社
会
も
、
そ
の
他

の
「
異
な
る
経
験
的
事
情
」
に
よ
り
「
現
象
に
お
い
て
は
、
無
限
の

変
化
お
よ
び
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
示
し
う
る
」
と
書
い
た
よ
う
に
（
前
出

⑪
、
１
４
１
３
㌻
）、
マ
ル
ク
ス
は
上
部
構
造
や
社
会
的
意
識
の
領
域

を
も
社
会
の
具
体
的
な
姿
を
決
め
る
独
自
の
要
因
と
と
ら
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
晩
年
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
マ
ル
ク
ス
と
私
に
は
若
い
時

代
に
経
済
的
土
台
の
規
定
的
役
割
の
み
を
強
調
し
す
ぎ
た
「
責
任
が

あ
る
」
と
し
（『
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
書
簡
選
集
［
下
］』、
139
㌻
）、

両
者
の
関
係
を
「
二
つ
の
不
等
な
力
の
相
互
作
用
」（
同
、
144
㌻
）
と

表
現
し
て
い
き
ま
す
。

５
社
会
革
命
、
新
し
い
社
会
へ
の
交
代
の
条
件

　
「
社
会
の
物
質
的
生
産
諸
力
は
、
そ
の
発
展
の
あ
る
段
階
で
、
そ

２
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
」「
経
済
学
批
判
プ
ラ
ン
」

　
「
序
言
」
の
書
き
出
し
は
「
私
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
の
体
制
を
つ

ぎ
の
順
序
で
考
察
す
る
」
で
す
（
11
㌻
）。「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
」
は

今
で
い
う
「
資
本
主
義
経
済
」
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
時
期
の
マ
ル

ク
ス
は
ま
だ
「
資
本
主
義
」
と
い
う
用
語
に
た
ど
り
つ
い
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
考
察
の
「
順
序
」
を
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
、
土
地
所

有
、
賃
労
働
、
国
家
、
外
国
貿
易
、
世
界
市
場
の
６
項
目
と
し
ま
し

た
が
、
そ
の
構
想
は
研
究
の
進
展
の
中
で
変
更
さ
れ
、『
資
本
論
』

第
１
部
出
版
の
時
点
で
は
６
項
目
の
全
体
が
─
─
草
稿
で
展
開
さ
れ

た
論
点
の
す
べ
て
を
含
む
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
─
─
『
資
本

論
』
全
３
部
の
視
野
に
含
ま
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
他
の
ど
の
文
献
と
も
同
じ
く
「
序
言
」
も
ま
た
マ
ル

ク
ス
の
研
究
史
の
一
局
面
を
な
し
て
い
ま
す
。
執
筆
当
時
は
出
版
さ

れ
な
か
っ
た
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』（
１
８
４
５
～
46
年
執

筆
）
に
初
め
て
ま
と
め
て
書
き
込
ま
れ
、
後
の
『
資
本
論
』
に
も
部

分
的
な
発
展
が
見
ら
れ
る
〝
定
式
〟
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

３
経
済
学
研
究
の
歩
み
と
革
命
家
と
し
て
の
立
場

　
続
い
て
マ
ル
ク
ス
は
「
私
自
身
の
経
済
学
研
究
の
歩
み
」
に
ふ
れ

る
と
し
ま
す
（
11
～
12
㌻
）。
そ
れ
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
①
哲
学
や
歴
史
の
研
究
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
マ
ル
ク

ス
が
経
済
問
題
に
取
り
組
ま
ず
に
お
れ
な
く
な
っ
た
経
過
（『
ラ
イ
ン

新
聞
』
で
の
論
戦
、
12
～
13
㌻
）、
②
人
間
社
会
の
中
で
「
市
民
社
会
」

が
ど
う
い
う
位
置
を
占
め
る
か
を
め
ぐ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
理
論
と
の
格
闘

（
法
的
関
係
や
国
家
形
態
は
「
物
質
的
な
生
活
諸
関
係
に
根
ざ
し
て
い
る
」、

「
生
活
諸
関
係
」
の
解
剖
は
経
済
学
で
、
13
㌻
）、
③
そ
の
研
究
の
さ
ら
な

る
発
展
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
一
般
的
結
論
」
の
展
開
（
社
会
革
命

論
を
中
心
と
し
た
〝
史
的
唯
物
論
の
定
式
〟、
14
～
16
㌻
）、
④
「
一
般
的

結
論
」
以
後
の
経
済
学
に
と
ど
ま
ら
な
い
諸
研
究
の
紹
介
（『
共
産
党

宣
言
』、『
哲
学
の
貧
困
』、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
デ
イ
リ
ー
・
ト
リ
ビ
ュ
ー

ン
」
へ
の
寄
稿
他
、
16
～
18
㌻
）。

　
こ
う
し
て
革
命
家
と
し
て
の
政
治
的
立
場
を
も
鮮
明
に
し
た
マ
ル

ク
ス
は
、
だ
か
ら
こ
そ
「
序
言
」
を
次
の
「
要
求
」
で
締
め
く
く
り

ま
す
。
た
と
え
「
私
の
見
解
」
が
「
支
配
階
級
の
利
己
的
な
偏
見
と

ど
れ
ほ
ど
一
致
し
な
い
と
し
て
も
」「
そ
れ
は
長
年
に
わ
た
る
良
心

的
な
研
究
の
成
果
」
で
あ
り
、
読
者
は
「
一
切
の
恐
怖
」「
一
切
の

卑
怯
」
を
捨
て
、
科
学
の
門
を
く
ぐ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
態
度
を
も
っ

て
こ
れ
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
（
18
～
19
㌻
）。

４
社
会
の
構
造
、
土
台
と
上
部
構
造
の
相
互
作
用

　
〝
定
式
〟
の
内
容
に
進
み
ま
す
。「
人
間
は
、
彼
ら
の
生
活
の
社
会

的
生
産
に
お
い
て
、
一
定
の
、
必
然
的
な
、
彼
ら
の
意
志
か
ら
独
立
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こ
う
し
て
〝
定
式
〟
が
社
会
革
命
論
を
重
視
し
た
こ
と
の
背
後
に

は
、
１
８
５
７
年
の
恐
慌
に
続
く
社
会
の
平
穏
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

の
マ
ル
ク
ス
の
「
恐
慌
＝
革
命
」
論
が
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
事
情
が

あ
り
ま
し
た
。
革
命
を
あ
ら
た
め
て
理
論
の
根
本
か
ら
考
え
直
さ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
切
実
な
問
題
意
識
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
「
階
級
」
や
「
階
級
闘
争
」
と
い
う
用
語
が
〝
定
式
〟
に
登
場
し

な
い
の
は
、『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
こ
れ
に
対
応
す
る
文

章
や
『
資
本
論
』
第
３
部
で
の
史
的
唯
物
論
の
展
開
に
つ
い
て
も
同

様
で
す
。
他
方
で
『
資
本
論
』
第
１
部
で
の
社
会
の
力
に
よ
る
資
本

の
規
制
と
い
う
議
論
は
、「
桎
梏
」
を
資
本
主
義
の
枠
内
で
の
改
革

と
そ
れ
を
超
え
る
革
命
と
の
関
係
の
な
か
で
よ
り
具
体
的
に
論
ず
る

入
口
と
な
る
も
の
で
す
。

６
「
人
間
的
社
会
」
に
先
行
す
る
歴
史
が
終
わ
る

　
「
大
づ
か
み
に
言
っ
て
、
ア
ジ
ア
的
、
古
代
的
、
封
建
的
、
お
よ

び
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
様
式
が
、
経
済
的
社
会
構
成
体
の
進
歩

し
て
い
く
諸
時
期
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
よ
う
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生

産
諸
関
係
は
、
社
会
的
生
産
過
程
の
最
後
の
敵
対
的
形
態
で
あ
る
。

敵
対
的
と
い
う
の
は
、
個
人
的
敵
対
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
諸
個

人
の
社
会
的
生
活
諸
条
件
か
ら
生
じ
て
く
る
敵
対
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
し
か
し
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
胎
内
で
発
展
し
つ
つ
あ
る
生
産
諸

力
は
、
同
時
に
こ
の
敵
対
を
解
決
す
る
た
め
の
物
質
的
諸
条
件
を
も

つ
く
り
だ
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
社
会
構
成
体
を
も
っ
て
人
間
的
社

会
（m

enschlichen G
esellschaft

）
の
前
史
は
、
終
わ
り
を
告
げ

る
」（
15
～
16
㌻
）。

　
当
時
マ
ル
ク
ス
が
と
ら
え
た
歴
史
の
具
体
像
に
つ
い
て
は
多
く
の

議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
肝
心
な
こ
と
は
そ
れ
ら
の
時
期
を
分
か
つ
根

本
が
生
産
の
あ
り
方
だ
と
い
う
視
角
で
す
。

　
最
後
の
「
人
間
的
社
会
」
は
「
人
類
社
会
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
マ
ル
ク
ス
は
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
直
前

に
書
い
た
「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
」（
１
８
４
５

年
）
で
、「
古
い
唯
物
論
の
立
場
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
で
あ
り
、
新

し
い
唯
物
論
の
立
場
は
、
人
間
的
社
会
（m

enschlichen 
G

esellschaft

）、
あ
る
い
は
社
会
的
人
類
で
あ
る
」（『
ド
イ
ツ
・
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
』
古
典
選
書
、
113
㌻
）
と
し
、
そ
の
「
人
間
的
社
会
」
に

人
々
の
協
働
に
も
と
づ
く
真
に
人
間
的
な
未
来
社
会
と
い
う
意
味
を

も
た
せ
ま
し
た
。
こ
れ
と
の
連
続
性
を
考
慮
す
れ
ば
〝
定
式
〟
の
こ

の
一
文
は
、〝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
は
社
会
的
生
産
の
敵
対
す
な
わ
ち

人
間
社
会
の
階
級
へ
の
分
裂
を
解
決
す
る
条
件
を
つ
く
る
、
し
た
が

っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
を
も
っ
て
協
働
的
な
未
来
の
「
人
間
的
社

会
」
に
先
行
し
た
階
級
社
会
の
歴
史
は
終
わ
る
〟
と
読
む
べ
き
で
し

ょ
う
。�

（
第
５
回
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の

状
態
」
で
す
）

れ
ま
で
そ
れ
ら
が
そ
の
内
部
で
運
動
し
て
き
た
既
存
の
生
産
諸
関
係

と
、
あ
る
い
は
そ
れ
の
法
律
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
所
有
諸
関
係
と
、

矛
盾
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
関
係
は
、
生
産
諸
力
の
発
展

の
諸
形
態
か
ら
そ
の
桎し

つ
梏こ
く

に
一
変
す
る
。
そ
の
と
き
に
社
会
革
命
の

時
期
が
始
ま
る
。
経
済
的
基
礎
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、
巨
大
な
上

部
構
造
の
全
体
が
、
徐
々
に
せ
よ
急
激
に
せ
よ
、
く
つ
が
え
る
」

（
14
㌻
）。

　
社
会
革
命
の
「
時
期
」
を
判
断
す
る
基
準
は
、
生
産
諸
力
の
発
展

に
と
っ
て
古
い
生
産
諸
関
係
が
「
桎
梏
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

革
命
の
根
本
は
「
経
済
的
基
礎
」
の
変
革
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
よ
う
な
諸
変
革
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
的
な

生
産
諸
条
件
に
起
き
た
自
然
科
学
的
な
正
確
さ
で
確
認
で
き
る
物
質

的
な
変
革
と
、
人
間
が
こ
の
衝
突
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
こ
の
衝

突
を
た
た
か
い
抜
い
て
決
着
を
つ
け
る
場
と
な
る
、
法
律
、
政
治
、

宗
教
、
芸
術
、
ま
た
は
哲
学
の
諸
形
態
、
簡
単
に
言
え
ば
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
諸
形
態
と
を
、
つ
ね
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
こ
の

よ
う
な
変
革
の
時
期
を
、
そ
の
時
期
の
意
識
を
も
と
に
判
断
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
こ
の
意
識
は
、
物
質
的
生
活

の
諸
矛
盾
か
ら
、
す
な
わ
ち
社
会
的
生
産
諸
力
と
生
産
諸
関
係
と
の

あ
い
だ
に
存
在
す
る
衝
突
か
ら
、
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
14
～
15
㌻
）。

　
そ
の
時
代
を
た
た
か
う
人
間
の
意
識
か
ら
革
命
の
客
観
的
内
容
を

判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
自
由
、
平
等
、
博
愛
を

か
か
げ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
が
、
新
し
い
不
自
由
や
不
平
等
を
と
も

な
う
資
本
主
義
を
導
い
た
な
ど
の
リ
ア
ル
な
歴
史
認
識
に
も
と
づ
い

て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
発
達
し
た
資
本
主
義
か
ら
次
の
社
会
へ
の
革
命
に
は
少
し

違
っ
た
事
情
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
た
た
か
い
の
意
識
が
資
本
主
義

の
生
産
諸
力
と
生
産
諸
関
係
の
衝
突
か
ら
説
明
さ
れ
る
点
は
同
じ
で

す
が
、
こ
こ
で
は
経
済
的
基
礎
の
変
革
過
程
も
多
数
者
の
合
意
に
も

と
づ
く
も
の
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
他
の
時
代
の
革
命
に
比
べ
、
経

済
の
物
質
的
な
変
革
と
た
た
か
う
者
の
意
識
の
一
致
が
よ
り
広
い
も

の
と
な
る
か
ら
で
す
。

　
「
一
つ
の
社
会
構
成
体
は
、
す
べ
て
の
生
産
諸
力
が
そ
の
な
か
で

は
も
う
発
展
の
余
地
が
な
い
ほ
ど
に
発
展
し
き
ら
な
い
う
ち
は
、
け

っ
し
て
没
落
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
新
し
い
さ
ら
に
高
度
の
生

産
諸
関
係
は
、
そ
の
物
質
的
な
存
在
諸
条
件
が
古
い
社
会
の
胎
内
で

孵ふ

化か

し
き
ら
な
い
う
ち
は
、
け
っ
し
て
古
い
も
の
に
取
っ
て
代
わ
る

こ
と
は
な
い
」（
15
㌻
）。

　
「
社
会
構
成
体
」「
経
済
的
社
会
構
成
体
」
と
い
う
の
は
、
人
間
社

会
を
土
台
と
上
部
構
造
の
相
互
作
用
の
下
に
と
ら
え
た
用
語
で
す
。

資
本
主
義
の
「
胎
内
で
孵
化
」
す
る
「
物
質
的
な
存
在
諸
条
件
」
と

し
て
『
資
本
論
』
第
１
部
は
労
働
者
階
級
の
発
達
に
つ
い
て
の
研
究

を
新
た
に
深
め
て
い
き
ま
す
。


